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※数字は設立順。赤下線は今年度の新設

⑧メキシコ

◆地球観測、気象観
測、アプリケーション
等の市場開拓

③タイ
準天頂衛星・電子基準点網
を活用した重機の自動走行
等の利活用サービス
地球観測衛星調達

⑩ミャンマー
◆電子基準点網・国土空間
データ基盤整備等の宇宙協力

⑥トルコ
◆通信衛星輸売り込み

◆可搬局による通信サービス
の展開

④カタール

◆宇宙・地理空間情報
分野と通信・気象分野の
連携推進⑤ＵＡＥ

◆火星探査打上げ
◆人材育成・産業振興

⑦ブラジル

◆宇宙地理空間情報
を活用した防災、水資
源管理等による市場
開拓

⑪マレーシア
◆気候・農業・防災等に
おける宇宙協力推進に
よる市場開拓

②ＡＳＥＡＮ
◆アジア各国におけるグッ
ドプラクティスをASEAN地域
に横展開／標準化
◆準天頂衛星・電子基準点
網を活用した利活用サービ
ス市場拡大

①地球規模課題対応等への宇宙技術の開発利用

◆地球規模課題対応・持続可能な開発目標への宇宙・
地理空間情報の活用／デファクトスタンダード化
◆アジア地域における電子基準点網の戦略的展開

⑨戦略的人材育成パッケージの検討

◆我が国の大学等が実施してきた人材育成プログラム、
ノウハウを集約した、e-learningシステム等をパッケージ
化し戦略的に展開
◆ODAによる研修プログラム検討

⑫オーストラリア

◆準天頂衛星の活用に
よる農業分野での実証事
業等、新サービスの創出

⑬インドネシア
◆超小型衛星協力を含む
長期的宇宙協力のロード
マップ作成
◆宇宙技術を活用した海洋
サービスによる市場創出

主な案件・作業部会設置状況
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２０１６年度の主な進捗状況

▲鶴保大臣によるトップセールス
（ユルドュルム首相表敬）（９月）

トルコ
◆トルコ政府は、宇宙機関の創設を進めるとともに、
通信衛星の製造調達に取組む。災害対応・人道支援
等への宇宙技術活用にも期待。
◆鶴保内閣府特命担当大臣（宇宙政策担当）による
トップセールス。
◆文部科学省によるワークショップの実施。

◆ＩＳＳ「きぼう」を用いたトルコ製造部品試験等の協力
等、ＪＡＸＡによる協力。

▲アンカラにおける日トルコ
宇宙ワークショップ（９月）

タイ
◆日タイ衛星測位・電子基準点網ワーキング
グループを設置し、日タイ民間企業による農
機の自動走行等の実証実験を実施。
◆タイ科学技術博覧会における広報・展示。
◆GeoInfoTechにおける日本政府による
GNSSセッションの主催。 ▲農機の自動走行実証試験

ミャンマー
◆国土交通省と連携し、電子基準点網・国土空間データ基
盤整備等の宇宙協力推進による関連市場を開拓。
◆ネピドーにおける電子基準点・衛星利用セミナーの実施。

UAE
◆宇宙科学協力・人材育成・産業振興の長
期的関係構築。
◆UAE宇宙庁と内閣府・文部科学省・経済産
業省の間で、宇宙協力文書に署名。
◆JAXA-UAE宇宙庁間の機関間協定を更新。
◆Global Space Congressにおける広報・展
示、日ＵＡＥ宇宙協力協議の開催。 ▲日UAE宇宙協力協議（２月）

▲ネピドーにおける
電子基準点・衛星
セミナー
（３月）

インドネシア
◆長期的な宇宙開発利用協力（超小型衛星、データ利用
等）、宇宙技術を利用した海洋協力（漁場推定、IUU漁船
対策、沿岸環境管理等）に関する要請あり。
◆政府ミッションを派遣し、両協力に関しワークショップを
実施、インドネシア政府との間でLoIに署名。

▲インドネシア
海洋研究観測
センターにおけ
るワークショップ
（３月）

オーストラリア
◆総務省による農機の自律走行
等の実証実験を実施。
◆日豪首脳会談において、両国
間の宇宙協力に言及。

▲農機の自律走行
実験
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